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地域内肉用子牛導入促進対策事業の一部変更について
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情報誌「宮崎牛」発行協賛団体
●宮崎県経済農業協同組合連合会　●宮崎県家畜改良事業団　●全国和牛登録協会宮崎県支部　●宮崎県畜産協会

http://miyazaki.lin.go.jp/
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第55回宮崎県畜産共進会　枝肉の部
グランドチャンピオン受賞　土屋新富町長と壱岐浩史夫妻

いい肉の日「わくわくフェスタ」
子供たちに人気の“満腹大帝”も登場

「宮崎牛」の消費拡大・理解醸成・知識啓発活動
（第46回楠並樹コリドール）

第55回宮崎県畜産共進会　団体優勝
西諸県郡市畜産販売農業協同組合
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　ＪＡ宮崎経済連は11月29日、宮崎市の旧オーシャンドーム駐
車場にて「わくわくフェスタ」を開催しました。これは経済連
が毎月29日を「お肉の日」と定めており、また11月29日は「い
い肉の日」ということからイベントを開催したものです。
　限定3000セットで宮崎牛や宮崎ハマユウポーク、みやざき地
頭鶏などが入った焼肉セット、宮崎和牛などが入ったしゃぶ
しゃぶセットを1000円で販売しました。
　開会式では経済連羽田正治会長が「農業環境を取り巻く情勢
は非常に厳しい。しかし宮崎県には安全安心で美味しい農畜産
物がたくさんある。消費者の皆さんもたくさん食べて、一緒に
なって農業を盛り上げていって欲しい」と挨拶しました。
　また、会場では㈱ミヤチク、宮崎県農協果汁㈱などによる加
工品や飲料の販売があった他、ステージイベントも満載でした。
　宮崎県で頑張っている人に宮崎牛を贈呈する式典もありプロボクサーとして活躍する湯場忠志さ
ん、千野棒踊り保存会へ宮崎牛が贈られました。
　経済連では今後も県下関係機関と連携をとって肉の日を盛り上げたいとしています。

「わくわくお肉の日」のサイトを見よう！
　５匹のキャラクターが陽気に音頭を踊るCM。
ご覧になった方は多いのではないでしょうか。
そんなキャラクターや「お肉の日」について気
になったら、下記アドレスにアクセス。
　「お肉占い」、「壁紙」やＣＭ動画など、その他
コンテンツも充実しています。
　携帯でも好評配信中♪
http://www.kei.mz-ja.or.jp/29/index.html

〜  11 月 29 日は「いいにくの日」  〜

経済連　羽田正治会長挨拶

宮崎牛の贈呈式典限定3,000セットに長蛇の列

　10月16日（金）に開催された「第46回楠並樹
コリドール」で県経済連と㈱ミヤチクが「宮崎牛」
や「宮崎和牛」等の試食・販売ＰＲ活動を行い
ました。
　これは「スポレク祭」に多くの県外者が訪れ
る機会を活用し、県産「畜産物」の消費拡大（地
産地消）、認知度アップ及び理解醸成等を図るた
めに、中部地域の綾ぶどう豚、みやざき地頭鶏
及び県産牛乳・乳製品の生産者や関係機関（県、
各市町、団体等）と一体的に実施したものです。
　目玉イベントとして実施した「お楽しみ大抽選会」の賞品に「宮崎牛」など多数の県産「畜産物」
を提供し、また、音楽祭のステージ上では、各生産者代表が安全・安心な県産「畜産物」の良さや品
質の高さ等を紹介したことにより、会場全体の雰囲気向上や活性化も図られ、「楠並樹コリドール」の

来場者数の増加にもつながりました（来場者数：
通常２千人弱、今回３千人強）。
　今回の取り組みで、県物産振興センターの来
店者数の増加や他の出店での「みやざき県産品」
を含めた全体の購買力・宣伝力の向上などの相
乗効果もあり、さらには来県者への「おもてなし」
の観点からも、今までにない大きな成果が得ら
れました。　（宮崎県中部農林振興局　畜産担当）

試食販売ＰＲ（昼の部 午前10時～）

１等賞品「日本一の宮崎牛」!  盛り上がった抽選会

　大好評だった「宮崎牛」のサイコロステーキ

知事も来場者へ歓迎とＰＲ

試食販売ＰＲ（夜の部 午後６時～） ステージ上でのＰＲ（県経済連肉用牛課　長友美里さん）
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　第55回を迎えた県畜産共進会は、種畜の部が10月２〜３日に小林地域家畜市場にて、枝肉の部が26
〜 27日に株式会社ミヤチク高崎工場にて開催されました。

肉用種種牛の部
　第１類から３類まで計63頭の出品があり、厳正な審査
の結果、グランドチャンピオンには第３類首席に輝いた下
村美輝さん（野尻町）出品の「たかとみ６」と佐土原修
さん（同町）出品の「どひょんでら16」に決定されました。
　団体優勝は、
西諸郡市畜産販
売農業協同組合
連合会でした。
　各類の首席は
以 下のとおりで
す。

付帯事業
　場内では畜産相談や県産農畜産物の試食・販売、動物とのふれあい体験などが実施され、大勢の参
観者で賑わいました。

グランドチャンピオン牛出品者　下村美輝さん（野尻町）

[第1類]生後12 ヶ月以上17 ヶ月未満の ｢めす｣
｢なつ｣ 号　川野直人さん（野尻町）出品

功労者表彰
　開会式では、永年畜産振興に功
績のあった以下の方々が表彰されま
した。

氏　　名 住　所
福原　利一 宮崎市
沖田　薫明 美郷町
甲斐　壽徳 延岡市
永野　本助 小林市
大久津　忠 小林市

（故）上西　清稔　 都城市
黒木　宗重 清武町
椎屋　晴好 高岡町
野崎　靖雄 田野町
加藤エミ子 小林市
奥野　森男 西都市
権藤　重徳 高千穂町
柳田　義則 延岡市
田部　　等 高千穂町
平野　豊文 木城町
黒木　金喜 東郷町
江藤　幸典 国富町
有田　健市 日南市
垣内　孝一 串間市

審査会場

団体優勝
西諸郡市畜産販売農業協同組合連合会

[第２類]生後17 ヶ月以上22 ヶ月未満の ｢めす｣
｢なおの339｣ 号　上田孝雄さん(都城市)出品

[第３類]繁殖雌牛とその娘１頭をもって１群とする(以下略)
｢たかとみ６｣ 号　下村美輝さん(野尻町)出品

｢どひょんでら16｣ 号　佐土原修さん(野尻町)出品

第55回 宮崎県畜産共進会開催!!

焼肉フェスタ 牛丼の試食コーナー

畜産物無料配布に並ぶ一般参観者 ふれあい広場内ブース

畜産相談＆クイズコーナー ポニーの乗馬体験
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入賞 団体名 出品者名

血統
生体
体重

（kg）

枝肉
重量

（kg）

枝肉
歩留

（%）

歩留等級
BMS
№ 等級

父 母の父 母の
祖父

ロース
芯

（c㎡）

バラ
厚

（cm）

皮下
脂肪

（cm）

推定
歩留

（%）
優1 児湯 壱岐　浩史 忠富士 福桜 平茂勝 800 522.9 65.4 66 9.5 2.0 76.0 12 A5
優2 都城 畑中　浩二 福之国 福桜 安平 752 497.7 66.2 70 8.8 2.6 75.8 12 A5
優3 都城 福永　昇 福之国 安平 隆桜 782 535.0 68.4 77 11.9 3.3 77.7 11 A5
優4 児湯 黒木　誠 忠富士 上福 隆桜 792 517.5 65.3 76 9.4 3.3 76.2 10 A5
優5 はまゆう 鎌田　秀利 福之国 福桜 安福165の9 784 536.5 68.4 71 10.0 2.2 76.7 10 A5
優6 都城 薬師　憲一 福之国 福桜 平茂勝 776 528.2 68.1 60 10.0 2.0 75.5 10 A5
優7 都城 山崎　定實 勝平正 福桜 安福 754 492.8 65.4 67 8.5 2.5 75.4 10 A5
優8 西諸 有留あや子 梅福6 安平 糸秀 744 483.1 64.9 63 8.7 2.3 75.3 10 A5
優9 西諸 西立野正義 福之国 安平 糸秀 714 470.0 65.8 55 9.0 3.3 73.8 10 A5

優10 西諸 俣野　明秀 福之国 安平 隆桜 726 492.3 67.8 66 8.7 3.6 74.4 10 A5

第55回宮崎県畜産共進会　第4部肉牛枝肉　上位入賞者成績表

団体名 出品
頭数

生体
体重

（kg）

枝肉
重量

（kg）

枝肉
歩留

（%）

歩留等級
BMS
№

肉質等級構成比(% )
枝肉
単価5 4 3 2 1

ロース
芯

（c㎡）

バラ
厚

（cm）

皮下
脂肪

（cm）

推定
歩留

（%）
宮崎中央 12 715.8 478.4 66.9 60.4 9.1 2.8 74.8 6.2 33.3 33.3 16.7 16.7 0.0 1,943
綾 3 763.3 510.7 66.9 71.3 9.1 2.4 76.2 6.7 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 2,097
はまゆう 13 747.7 505.8 67.6 70.0 9.5 2.3 76.5 7.5 53.8 46.2 0.0 0.0 0.0 2,429
都城 25 749.0 497.3 66.4 65.8 9.1 2.6 75.5 8.4 52.0 44.0 4.0 0.0 0.0 2,686
西諸 22 758.3 503.3 66.3 64.2 9.0 2.9 74.9 7.4 40.9 54.5 4.5 0.0 0.0 2,316
児湯 15 749.2 496.4 66.3 60.1 8.9 3.1 74.2 8.1 46.7 53.3 0.0 0.0 0.0 2,753
東臼杵 11 728.0 480.5 65.9 59.7 8.5 2.8 74.3 7.0 45.5 36.4 18.2 0.0 0.0 2,121
高千穂 9 710.9 473.0 66.5 62.1 8.7 2.9 74.8 7.3 44.4 44.4 11.1 0.0 0.0 2,155
全県平均 110 742.3 494.0 66.5 63.9 9.0 2.8 75.1 7.5 45.5 46.4 6.4 1.8 0.0 2,397
参考平成20年度 110 748.9 494.2 66.0 61.9 8.5 3.1 74.1 7.3 36.4 54.5 8.2 0.9 0.0 2,445

団体別成績表

枝肉を見ようと長蛇の列 枝肉視察風景

　なお、全体の成績は次のとおりです。

肉牛枝肉の部
　褒章授与式は10月27日、株式会社ミヤチク高崎工場にて行われました。

　栄えあるグランドチャンピオンには壱岐浩史さん
（新富町）出品の「忠平」号が輝きました。
　グランドチャンピオンの「忠平」号の血統は父
牛「忠富士」、母方の父「福桜」、母方の祖
父「平茂勝」です。枝肉重量522.9kg、枝肉
歩留65.4%、ロース芯面積66c㎡、BMSNo.12、
肉質等級A5という優秀な成績を収め、その後に
行われたセリでは、枝肉単価8,020円の高価格
で取引されました。
　壱岐さんは受賞に驚きを隠せない様子でした
が、周囲から祝福の拍手を受け、次第に笑みがこぼれました。今後もますますのご活躍が期待されます。

　また、団体優勝には優等２席
の畑中浩二さん（都城市）や３
席の福永昇さん（同市）など上
位入賞が多く、平均得点がもっと
も高い、ＪＡ都城に決定されまし
た。

　審査報告では、荒武審査委員長（県畜産試験場長）より、「グ
ランドチャンピオン牛は枝肉に重量があり、特に肉質においてはロー
ス芯だけでなくその周囲の筋肉やバラ、またモモにもサシが良く入り、
肉色、脂肪の色沢ともに優れたすばらしい枝肉でした。」との講評が

ありました。
　出品牛全
体では「 例
年以上に肉
質が優れ、生産者の皆様の努力の結果が見受け
られました。種雄牛については、出品頭数の65％
を占める福之国、また今回出品の多かった梅福６
ともに優れた成績で、今後とも期待が持てるところ
です。」との報告がされました。

グランドチャンピオンを受賞した　新富町　壱岐浩史夫妻

団体優勝受賞　ＪＡ都城

グランドチャンピオン枝肉

セリ風景
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和牛維新！宮崎牛の更なる飛躍のために
平成22年新春和牛懇談会を開催！

　2010年１月５日、宮崎観光ホテルにおいて、社団法人全国和牛登録協会宮崎県支部主催の平成22年
新春和牛懇談会を開催し、和牛生産並びに和牛改良に携わる県内の技術者約60名が集いました。
　今期懇談会は、新春を迎えるにあたり、厳しい生産環境が続く中で、今一度、愛牛を見つめ、農家の
皆様の声を心に刻み、宮崎牛に携わる関係者が大同団結して宮崎牛づくりに邁進していくことを目的に開
催しました。
　懇談会では、県支部の評議員で西諸県郡市和牛振興会長である 原田道明 氏と、ＪＡ宮崎中央の元
技術員でＪＡ宮崎中央肥育牛部会長である 山元正人 氏のお二方から講演を賜りました。

〔 生業とする和牛経営への想い 〕

　最初に、原田道明会長が『生業とする和牛経営

への想い』と題して、開墾に始まった生地（高原町
旭台地区）での厳しい幼少期の体験談を始め、青年
期に『全国肉用牛経営コンクール』で志に共感する
方 と々出会い、優良な事例を目の当たりにできたことな
ど、100頭規模の肉用牛経営の道をめざすきっかけを
掴んだエピソード等について話して頂きました。
　また、西諸県郡市和牛振興会の取り組みとして、平成20年12月期から子牛売却1頭につき牛肉消費券
を購入する活動に着手し、管内の肥育農家（平成21年１月期から肥育牛出荷1頭につき牛肉消費券を購
入）や関係団体と共にこの１年の間に約2200万円もの牛肉消費券を購入するなど積極的な牛肉消費拡大
の活動報告もありました。
　更に、原田会長は、何としても西諸県郡市から『茂福』号に続く種雄牛（全国の購買者が注目する種
雄牛）を早期に造成したいという想いで、『西諸県郡市種雄牛造成プロジェクト』を提案され、事業推進
に必要な基金の造成には子牛生産者自らが資金を拠出していくことを基本に、行政、関係団体と一体となっ
て事業に取り組んでいく決意を話されました。
　講演の最後に、「牛のおかげ、家族のおかげ、人のおかげで今の肉用牛経営がある」と感謝の気持
ちを述べられ、「これからもその時々に目標を持ち、目標に向かって歩み続けたい」という力強い言
葉は多くの共感を呼びました。

〔 肥育部会長としての想い 〕

　続いて、山元正人会長が『肥育部会長としての想い』と題し、飼料価格や各種生産資材の高騰や
枝肉価格の長期低迷を背景とした厳しい肥育農家経営の胸の内を切 と々話されました。そして、「このよう
な状況の中で肥育牛経営と向き合い、肥育牛部会員（自分）が『今できることは何なのか、今、しなけ

ればならないことは何か』考え、何か行動を起こす

ことが必要である。」肥育牛部会長としての務めを果
たすべく、「今、宮崎県民に宮崎牛の味がどれだけ
伝わっているか、ＪＡ宮崎中央肥育部会会員が手塩に
かけ育てた宮崎牛をいかに消費者に食べてもらうか、
一人でも多くの消費者に宮崎牛、宮崎和牛の味を知っ
ていただく努力をすることが重要である。」
　「今、肥育農家ができること、それは肥育農家の想いを胸に、自らが宮崎牛販売の先頭に立って、肉を
食する消費者（姿）を観、消費者の声を聴き、消費者と対話を重ね、牛肉を販売していくことである。」と、
宮崎牛づくりにかけるＪＡ宮崎中央肥育部会長の想いを話されました。
　最後に、宮崎牛ブランドづくりが叫ばれて、既に20年が過ぎた今、宮崎牛がめざすモノ、宮崎牛に求め
るコトをしっかり指標に示し、その内容を十分反映したインパクトのある新たな定義づけを行おうと、『宮崎

牛の定義』の再構築に向け提言され、「更なる宮崎牛飛躍のために『今できることは、すぐに行動に

移そう』」と力強く話されました。
〔 パネルディスカッション 〕

　講演の後、『和牛維新！宮崎牛の更なる飛躍のために』をテーマにパネルディスカッションを行いました。
パネラーとして、西諸県郡市畜産販売農業協同組合連合会の 谷之木信弘 参事、はまゆう農業協同組合
の 中山満彦 部長、社団法人宮崎県家畜改良事業団の 吉牟田健一 次長、そして、社団法人全国和
牛登録協会宮崎県支部から 柳橋真 次長が登壇しました。
　昔から、『牛づくりは 人づくり』と言われているとおり、宮崎牛の更なる飛躍のために『人づくり』は最も

大切な事柄と言えます。
　今回、『農家の皆さんから更に信頼され
る技術員であるために』『農家の皆さんから
更に信頼される技術員を育てるために』『今
後、更に求められる牛づくり』『宮崎牛の消
費を伸ばすための人づくり』の４つをサブテー
マに事例等を紹介しながら、技術員としてど
うあるべきかを論じて頂きました。

〔 紹介事例 〕

・ 第55回宮崎県畜産共進会で必勝を期して必死に取り組む西諸県地域の技術員と地元農家の様子
・ 西諸県郡市種雄牛造成プロジェクト活動の様子
・ 伝統ある南那珂郡市肉用牛改良検討会（23年経過）でのエピソード
・ 南那珂郡市共進会等の様子
・ 種雄牛候補牛の調査に関わる技術員の様子
・ 現場後代検定成績に接する技術員の姿
・ 平成20年度から取り組んでいる県支部主催の『若手技術員研修会』の様子
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イチロー選手の言葉より　　『準備に集中 それがすべて』

パネラーからは、次のような意見がありました。

・先輩技術員は若手技術員に目標（課題）を持ってもらうことが大切

・物事の判断を任すことによって、技術員の責任感が増し、視野広く物事に接することができる

　ようになる

・農家の皆さんとの連携、あるいは技術員同士のチームワークが重要

・和牛改良の歴史、現状を確認し、今後の展望をもって業務にあたるべき

・技術員が担当地区を越えて、種雄牛候補牛の調査に加わることで、地元から種雄牛を生み育て上げ

　るという使命感が増す

・現場後代枝肉成績は、観測された数値のみで能力を評価するのでなく、実際枝肉の断面等をしっ

　かり見て、調査確認するが必要、このことによって真の種雄牛の産肉能力を掴むことが重要

・より多くの技術員が枝肉立会することで、農家の皆さんに説明する際にも、更に活きた指導ができる

　のではないか

・今後の牛づくりについては、計画的に繁殖牛の更新を行うこと、高等登録受検等を通じて種牛能力

　と産肉能力を兼ね備えた繁殖牛集団を構築していくこと、牛肉のうまみや種牛性を意識して改

　良を進めていくことが重要

・牛肉の販売に関心をもつ技術員であることが必要

・牛肉の味を知り、そして消費を伸ばす技術員となるために、地元のAコープ等の精肉担当者と精肉

について会話する機会を増やし、更には販売される牛肉を介し、消費者にとって、牛肉生産者

である肥育農家や素牛生産者である繁殖農家がより身近に感じられる存在となるように働きか

けていくことも大切

・第10回全国和牛能力共進会で再び日本一となるため、秒読み段階に入った肉牛の部の交配に全

力を注ぎ、全ての出品対策に全力で臨むことが大事

　最後に、宮崎牛の更なる飛躍のための新たな挑戦を参加者全員で喚起し、千里を駈け巡る虎のごとく、
今年が宮崎牛にとって飛躍の年となるよう全力投球していくことの決意を新たにしました。

めざせ
・子牛価格	 ・肉のうまみ

・枝肉価格	 ・消費者対策

・飼養頭数	 ・ブランドづくり

・種雄牛造成	 ・全共対策
真の日本一

肉用牛経営支援事業参加者経営研修会を開催
　畜産協会では平成21年10月17日、高千穂地区家畜市場においてＪＡ高千穂地区の肉用牛経営
支援事業参加者を対象とした経営研修会を開催しました。
　研修会は佐藤部長（ＪＡ高千穂地区畜産部）の開会宣言によりスタートし、最初に畜産協会から
事業参加者の分娩間隔等の実績報告と、繁殖経営同様に厳しい状況となっている肥育経営の現状
について説明しました。

　次に黒木法晴（つねはる）先生（元県家畜登
録協会事務局長）から「高千穂牛むかしばなし」
と題して、高千穂牛の歴史について、先生のこれ
までの研究成果と貴重な体験談を交えながらご講演
をいただき、参加者は皆熱心に聞き入っていました。
　この中で先生は「高千穂牛は天孫降臨の地の
神聖な力を受け止めて育ってきた牛。この地で代々
引き継がれてきた刈干しも牛の育成に大きな力となっ
ている。どうぞ皆さん、今後も地域性を活かしなが
ら高千穂らしい牛の継承を目指して頑張ってくださ
い。」と激励の言葉を発せられました。
　当日は同会場でＪＡ高千穂地区青年部による「第
８回みさとわくわく市」も開催されましたが、天候に
も恵まれ、会場は大変な賑わいとなりました。
　この中で県経済連の牛肉消費拡大運動の一環
として１パック1,000円の焼肉セットが販売されました
が、売り場にはこれを買い求める多くの人であふれ、
併設された焼肉会場も非常に好評を得ていました。

黒木法晴先生(題目「高千穂牛むかしばなし」）

「みさとわくわく市」焼肉セット販売所
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地域内肉用子牛導入促進
対策事業の一部変更について

条件を満たした肥育もと牛導入1頭当たりの奨励金２万円
県内市場から導入　→　県内で肥育　→　枝肉成績を改良に活用
“初産、2産目”もしくは“新規種雄牛”の産子を基準価格以上での導入

子牛市場
取引

地域内肉用子牛導入促進対策

○若い雌牛
(初産又は2産目の産子)

○新規選抜種雄牛の産子

13 4 1

県内肥育農家

・基準価格以上で導入
・肥育成績を県団体に提出

枝肉成績
＜条件＞
(社)日本食肉格付け協会の発行す
る枝肉格付成績の写しの提出

出荷

地域基準価格
以上で導入
すると･･･

↓

奨励金対象

地域基準価格
未満で導入
すると･･･
↓

奨励金対象外

奨励金 ２万円以内/頭

※対象外牛
（受精卵産子・自家保留牛）

県内繁殖農家

県団体へ
報告し、改良に

活用！

＊2産目が双子の場合は、子牛登記証明書上の産子数が2産の牛が対象となります。
＊1頭の牛で、両方の奨励金を受けることは出来ません。（事業重複×）

宮崎県畜産協会より

＜ ２１年度事業スケジュール ＞

　　　＊21年 4 ～  9 月事業対象牛　　→　　12月補助金交付予定

　　　＊21年10 ～ 12月事業対象牛　　→　　  3月補助金交付予定

　　　＊22年 1 ～  3 月事業対象牛　　→　　  6月補助金交付予定

対象牛の条件
１）品種
　　県内で生産された黒毛和種
　　（子牛登記証明書を持ち、 県内市場から肥育もと牛として導入されるもの）

２）導入価格（基準肥育もと牛導入価格：セリ値）
　　地域基準価格以上で導入された肥育もと牛。

３）「新規種雄牛の利用促進対策事業」の対象となる種雄牛

導入月 4 〜 9月導入分
性別 購買価格（税抜き）
去勢 ４０0千円
雌 ３35千円

＊地域基準価格＊

№ 種雄牛名 登録番号 生年月日
血統

生産郡
父 母の父 母の母の父

1 糸茂桜 黒 13435 平成13年  4月  6日 茂重桜 糸弘2 糸秀 宮崎
2 百万石 黒 13564 平成13年10月30日 平茂勝 安福 安福 宮崎
3 照孝平 黒原 4308 平成14年  1月22日 照萩 安平 糸晴 西諸
4 勝平正 黒原 4349 平成14年  3月14日 平茂勝 安平 菊正 北諸
5 忠富士 黒原 4369 平成14年  6月22日 平茂勝 安平 第20平茂 宮崎
6 秀菊安 黒 13747 平成15年  2月24日 安平 隆美 第20平茂 南那珂
7 勝霧島 黒原 4473 平成15年  3月15日 平茂勝 安福 糸福波 北諸
8 敏大和 黒原 4540 平成15年  5月  5日 福之国 安平 糸秀 児湯
9 皇正学 黒 13822 平成15年  6月13日 安平 隆桜 長久 児湯

10 舞之鶴 黒原 4538 平成15年  6月23日 福之国 安平 隆桜 宮崎
11 寿太郎 黒原 4537 平成15年  3月10日 平茂勝 安平 糸秀 児湯
12 神之郷 黒原 4541 平成15年  5月  5日 福之国 福桜 菊安 西諸
13 安平桜 黒原 4536 平成15年  9月  8日 安平 隆桜 菊正 北諸
14 美穂国 黒原 4617 平成15年12月28日 糸北国 安平 糸秀 東諸
15 茂勝国 黒 13887 平成16年  1月10日 福之国 茂勝 糸秀 北諸
16 満孝輝 黒原 4618 平成16年  1月25日 平茂勝 安平 糸弘2 西諸
17 東安平 黒 13980 平成16年  6月14日 東平茂 安平 隆桜 北諸
18 勝平丸 黒原 4680 平成16年  4月14日 平茂勝 安平 隆桜 北諸
19 輝永茂 黒原 4681 平成16年  7月21日 茂福 隆桜 安平 西諸
20 秀菊良 黒原 4682 平成16年  4月26日 安平 隆美 第20平茂 南那珂

  新規種雄牛一覧

お問い合わせ先／お近くのJA畜産窓口・荷受け組織  もしくは  社団法人宮崎県畜産協会  生産振興部  電話：0985-41-9302

変 更

10 〜 3月導入分
購買価格（税抜き）

377千円
323千円

セリ値が基準価格以上であれば、
＊産次数が１産目と２産目の肥育もと牛は、種雄牛に関係なく奨励金の交付対象
＊新規種雄牛の肥育もと牛は、産次数に関係なく奨励金の交付対象
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新規種雄牛紹介
福
ふ く

安
や す

国
く に

号

試験交配開始 現場後代検定開始 枝肉調査

平成21年12月 平成23年６月 平成25年２月～５月

測尺値
月齢 体高 体長 胸囲 体重

18.6 142.0cm 161.0cm 192cm 554kg

直接検定
成績

ＤＧ 365日補正体重 得点

1.31kg ／日 424.0kg 82.8

安　平
黒原2208
（84.0）

安福（宮崎）
田安土井
かずよ

きよふく
安福（岐阜）

きよしげ

ゆきの2
黒2115427

（82.0）

福之国
北国７の８
ふみさかえ

ゆきの１
大　将
ゆ　き

生年月日／平成20年４月28日
産　　地／宮崎市
生　産　者／国分　武美
血　統

茂
し げ

勝
か つ

王
お う

号

試験交配開始 現場後代検定開始 枝肉調査

平成22年１月 平成23年７月 平成25年３月～６月

測尺値
月齢 体高 体長 胸囲 体重

13.7 130.8cm 145.0cm 170cm 402kg

直接検定
成績

ＤＧ 365日補正体重 得点

1.14kg ／日 396.7kg 82.5

茂　勝
黒髙989
（82.5）

茂重波
茂金波

しげみつ

ひでかつ
茂重波

せんかつ

たかもり552
黒原1184079

（82.0）

安福165の9
安福（岐阜）

しげふじ13の7

みずき
紋次郎

くりひめ3

生年月日／平成20年９月24日
産　　地／北諸県郡三股町
生　産　者／川畑　正昭
血　統

　平成21年度の肥育牛１頭当たりの補てん金発動状況は以下の通りとなっています。
　現在の肥育経営は非常に厳しい状況におかれており、本事業の適正な運用が求められております。
　マルキン契約者の方の登録及び販売報告の徹底をお願いいたします。
　なお、肥育牛生産者収益性低下緊急対策事業の対象期間は平成21年12月販売分までとなっておりましたが、平成
22年３月販売分まで対象とすることとされましたのでご留意くださいますようお願いいたします。

①　肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン）　

1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月
肉専用種（地域算定値） 50,600 50,600 50,600

2月上旬
公表予定

交雑種（全国算定値） 33,000 33,000 33,000
乳用種（全国算定値） 22,700 22,700 22,700

（肉専用種）肥育牛生産費と粗収益（宮崎県マルキン算定値）

素畜費 素畜費 素畜費 素畜費

飼料費 飼料費 飼料費 飼料費

その他その他その他その他

粗収益

300

400

500

600

700

800

900

1,000
( 千円 )

肥
育
生
産
費
用

粗収益

区分 H20.10 ～ 12 H21.1 ～ 3 H21.4 ～ 6 H21.7 ～ 9

生
産
費
用

飼料費 311,259 318,213 319,037 317,215
素畜費 554,824 525,823 538,215 537,842
その他経費 131,218 131,207 131,022 130,650
合計 997,301 975,243 988,274 985,707
粗収益 834,787 815,225 809,539 774,754

②　肥育牛生産者収益性低下緊急対策事業（平成20年4月から平成21年12月販売分）

1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月
肉専用種（全国算定値） 32,400 43,500 53,600

2月上旬
公表予定

交雑種（全国算定値） 55,200 40,700 57,800
乳用種（全国算定値） 11,800 14,700 27,900

③　合計（①と②の合計）

1月～ 3月 4月～ 6月 7月～ 9月 10月～ 12月
肉専用種 83,000 94,100 104,200

2月上旬
公表予定

交雑種 88,200 73,700 90,800
乳用種 34,500 37,400 50,600



●今後の行事予定 登録日 子牛セリ市開催日

2
月
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好評だった第１弾、第２弾と同様、賞品も充実した内容で行います。
今回の第３弾が当キャンペーンの最終となります！
これを逃したらもったいない！！

１月29日からスタート！
「わくわくメンバーズ第３弾」

応募期間
　平成22年１月29日～平成22年３月31日（当日消印有効）
応募方法

①宮崎牛指定店にて「宮崎牛」「宮崎和牛」を購入する。
　トレーパックについている「宮崎牛」「宮崎和牛」シール１枚と、食品表示ラベル１枚をセットにして応 
　募ハガキに張る。
②宮崎牛指定レストランにて宮崎県産牛のメニューを食べる。
　一人につき一枚、お店のスタンプを押した応募ハガキを差し上げます。
ダイレクトメールについて
　ダイレクトメール希望者には宮崎県産牛に関する情報を郵送させていただきます。
　また、希望者の中から抽選で60名様に「宮崎牛カレー６パック」をプレゼントいたします。
応募ハガキについて
　県内の宮崎牛指定販売店、または宮崎牛指定レストランで受け取れます。
　詳しくは『より良き宮崎牛づくり対策協議会』のＨＰ〔レストラン・取扱店の一覧〕をご覧ください。




